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研究成果の概要（和文）：セーヘルス銅版画の「ヴァリアント」の性質について「HERCULES SEGERS PAINTER 
ETCHER」展カタログ(2016-17)を資料の主軸に据え7種類に分類した。この分類をもとに、5枚のテストピース(実
験用銅版) を使用して、同一版から生まれる様々な表現効果について実験を行い、計60点の「ヴァリアント」に
関するサンプルを制作した。また、制作過程としての「ステート」を提示するために、複数の試し刷りを立体的
に構成した作品を3点制作し、展覧会で発表した。更に「ヴァリアント」の性質を応用したワークショップを開
催し、1枚の版から生まれる様々な表現の可能性を参加者と共有することができた。

研究成果の概要（英文）：The nature of the "variant" in Segers copperplate prints was classified into
 seven types, using the "HERCULES SEGERS PAINTER ETCHER" exhibition catalog (2016-17) as the main 
source of data. Based on this classification, I used five test pieces (experimental copper plates) 
to experiment with the various expressive effects produced by the same plate, and produced a total 
of 60 samples related to "variant" . In addition, in order to present the "state" as a production 
process, I produced three works composed of multiple test prints as a sculpture, which were 
presented at the exhibition. Furthermore, I held a workshop applying the properties of "variant" and
 were able to share with the participants the various possibilities of expression that can be 
created from a single plate.

研究分野： 銅版画の制作研究

キーワード： ステート　ヴァリアント　銅版画　版表現

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、版画の副次的産物である「ステート」と「ヴァリアント」に焦点を当て、両者が持つ潜在的機能を抽
出し、それらを積極的に活用して新たな版表現を開拓する事を目的として行った。主にヘルキュレス・セーヘル
スが残したヴァリアント作品の分析と制作プロセスの解明を中心に研究を進めた。一般的に銅版画は黒一色で刷
られ、複数性の性質が認識されているが、色彩を用いて様々な方法で刷ることによって多様な表現が可能であ
り、一点ものとして魅力的な作品が生まれることが実験制作を通して実証された。今後は、ワークショップの開
催や新たな視点による版画作品の鑑賞方法の紹介等を通して、本研究の成果を社会に広く還元していきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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